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点検の実施手順や記入例の紹介



点検ツールのねらい

















 点検ツールに関する情報が集約されている「まとめページ」
 点検ツール本体（excel）や過去の説明会動画、活用の手引き等の情報をまとめています
https://www.jri.co.jp/service/special/content11/corner113/chk_tool/

 過去のセミナー動画
 2023年6月27日（火）開催セミナー
https://www.youtube.com/watch?v=XdfikQG_rSQ

 2023年4月26日（水）開催セミナー
https://www.youtube.com/watch?v=rMhoBTmyZic

 点検ツール書き方解説動画
https://www.youtube.com/watch?v=xiytmSEGxFU

 点検ツール概要解説動画
https://www.youtube.com/watch?v=RbnDAyXZd4I

参考ＨＰおよび既存動画のご紹介

点検の意義について埼玉県立大学大学院
の川越雅弘先生が丁寧に解説！

点検ツールを既に利用した自治体の様子を
知りたい方にオススメ！

具体的なツールの記入方法について
日本総研の齊木が解説！

点検ツールの概要を知りたい方は
こちらの動画をご覧ください！

https://www.jri.co.jp/service/special/content11/corner113/chk_tool/
https://www.youtube.com/watch?v=XdfikQG_rSQ
https://www.youtube.com/watch?v=rMhoBTmyZic
https://www.youtube.com/watch?v=xiytmSEGxFU
https://www.youtube.com/watch?v=RbnDAyXZd4I


点検ツールの具体的な活用方法



「活用の手引き」のご紹介

ツールの利用にあたっては「活用の手引き」をご覧ください。

今回ご紹介する「ヒント」や「記入例」も、手引きに記載されて
います。

こちらからダウンロードください。
https://www.jri.co.jp/MediaLibrary/file/pdf/servi
ce/special/content11/corner113/katsuyonotebiki
_230414.pdf

https://www.jri.co.jp/MediaLibrary/file/pdf/service/special/content11/corner113/katsuyonotebiki_230414.pdf


点検に手をつける、その前に・・・

本ツールを活用した点検では、特に以下の点にご留意ください。

あくまでも地域のビジョン（上位目標）の実現に照らして、施策や事業間の
効果的な展開を考える

ツールの枠を埋めることを目的とするのではなく、このツールを使った検討を通じて
施策や事業間の連携について、庁内外の関係者と振り返ることを重視する

振り返りで気づいた視点や課題を、次の計画の策定につなげる
具体的な施策や事業の組み立て方は、様々なマニュアルや手引きを参照する



点検の実施手順（例）



点検の実施手順（例）

参加者が集まって、キックオフを行うことで目線を合わせることができる
 解説動画を一緒に見る
 「包括ケアとは何か？」「なぜこのタイミングで点検が必要なのか？」
「この点検を通じて何をしようとしているのか」を理解してもらう

関係者の
規範的統合！

目線合わせのヒント 手引きp.29
参照



点検の実施手順（例）

●A町の独居の山田さんは
先月、XXXXがあった

●移動手段のない高齢者が
多く、デマンドバスの・・・

困っている方の具体エピソードを共有する
各課の関心事に引き寄せて説明する

通常業務で
忙しいんですが…

なぜウチの課も
参加しないと
いけないのか？

関係課を巻き込む際のヒント 手引きp.29
参照



点検の実施手順（例）

関係者の広げ方のヒント 手引きp.28
参照

最初から巻き込むも良し、徐々に広げるも良し
地域にあった方法で、関係者を広げていく

福祉課

交通課

総務課

ワーキンググループ

福祉課

福祉課

生涯学習
スポーツ課

公民館職員

福祉課

福祉課

担当課から始めて、
徐々に関係者へ広げていく

初期段階から
分野横断的な点検体制を構築



本ツールによる視点ごとの点検の流れ（再掲）



点検ツール 使い方

1. 視点に関する現在の取り組みの洗い出し

この視点に関連しそうな、
現在実施している取り組み
を書き出す

左の欄に書いた
取り組みのねらいを
書き出す

目標値など指標を
設定していれば記載
※なければ空欄でOK

（記入例）
• 様々な分野のNPO やボランティア団体

による活動紹介イベント開催
• 虚弱高齢者が参加しやすい活動への助

成

（記入例）
• 高齢者が自分の関心に合った

活動を見つけやすくなる
• 虚弱高齢者が外出する意欲が

高まったり、外出機会を得や
すくなったりする

（記入例）
• 活動紹介イベント開催を評

価する指標：高齢者の地域
活動への参加状況

• 虚弱高齢者が参加しやすい
活動への助成を評価する指
標：虚弱高齢者の外出頻度



2. 視点に関連した目指す姿の振り返り

点検ツール 使い方

（記入例）
• 高齢者が地域でつながりを持ちながら、
元気で暮らし続けられる

どのような「目指す姿」を掲げているかを探し、書き出す
※介護保険事業計画だけでなく、地域福祉計画等の
関連する計画や長期ビジョンや基本構想、総合計画
（総合戦略）なども参照してみる
※計画には位置付けていないが、関係者の間で実質的
に合意・共有されているものがあればそれを書いても良い目指す姿を言語化する際のヒント

●楽しみがたくさんある
●得意なことを活かして協力しあえる

こんな町だったらいいな

手引きp.35
参照

各人の思いを言葉にしてみる
参加者同士で議論する
社協などの関係機関と意見交換する



3. 目指す姿の実現状況の仮評価
この視点に関連して、これまでの
取り組みで得られた結果や成果、
地域の“強み”（地域資源）を
洗い出して記載する

点検ツール 使い方

あくまで「仮」で良いので
目指す姿の実現状況を選ぶ

（記入例）
• これまでの取り組みを通じて関係者同士
がつながりを持っている

• 取り組みに積極的な住民、団体・機関、
地域を知っている

• 農作業のような日課を持っている住民が
多い地域がある

振り返りのヒント右の欄に書いた”強み“も踏まえつつ、上の欄で
選択した実現状況をさらに高めていくために
解決すべき要因を考えて、書き出す
※「要因の例」の解説も参照

「できなかったこと」だけでなく、
「できたこと」をしっかりと書き出す

手引きp.37
参照



誰にとっての要因か、視点を
ヒントにして各地域での
要因の洗い出しを進める

3. 目指す姿の実現状況の仮評価

点検ツール 使い方

（記入例）
住民：
• 社会参加が健康増進や介護予防につながることを意識していない
• 関心に合った地域の活動を知って参画するきっかけが少ない

地域の多様な活動主体：
• 高齢者がフレイル等で参加・就労を諦めるのは仕方ないと思い込んでいる

生活支援コーディネーターや専門職：
• インフォーマルや民間サービスなどの地域資源を詳しく知らない

体制・制度：
• 地域の様々な活動について関係部署で共有しきれていない



前の項目で洗い出した要因のなかから、特に解決すべきと考えられる要因を選ぶ
※ここでは一旦、「仮の絞り込み」で良い
※このあと、関連する情報やデータを集めて検討してから、改めて検討して要因を
再整理する

4. 解決すべき要因の検討（仮の絞り込み）

点検ツール 使い方



これはあくまでも例示だが、
誰にとっての要因が特に重要
なのかを検討して記載する
※この視点での検討の手掛
かりとして、参考文献も活用

4. 解決すべき要因の検討（仮の絞り込み）

点検ツール 使い方

（記入例）
• 趣味サークルに関心があっても、「もう年だから」と諦めてしまう人が多い
• 通いの場を自分たちで作ろうと思う人が少ない
• 退職した人が地域活動に関わる機会を得にくい



情報やデータが利用可能かに捉われず、
ひとまず「知りたいこと」を挙げる

5. 知りたいことの洗い出し、利用可能な情報の収集・整理

点検ツール 使い方

（記入例）
• 健康寿命はどのように推移しているか
• 地域活動に参加する人は増えているか



5. 知りたいことの洗い出し、利用可能な情報の収集・整理

点検ツール 使い方

（記入例）
• 地域活動への参加促進を通じて、どんな人が新たに活動に
参加し、その中に虚弱高齢者はどのくらい含まれるか

（記入例）
• 高齢者が地域の活動に参加しなくなる理由
• 退職者がどういう暮らしをしているか
• 住民は社会参加を通じた健康増進や介護予防の必要性を
どの程度理解しているか

情報やデータが利用可能かに捉われず、
ひとまず「知りたいこと」を挙げる



「知りたいこと」に関連する
情報やデータを可能な範囲で集め、
分かったことをまとめる

点検ツール 使い方

5. 知りたいことの洗い出し、利用可能な情報の収集・整理

（記入例）
• 老人クラブの会員数は減少傾向だが、趣味やスポーツ
の団体に参加する人は増えており、嗜好やライフスタ
イルが多様化している。

（記入例）
• スマホ教室に参加した人がオンラインで
の交流を楽しむようになった

（記入例）
• トイレの不安が大きくなると外出や活動
参加を控える傾向が強い

• 春先の怪我で農業を辞める80 代が多い



既存の指標やデータ等で、
この視点に関連して使える
可能性のあるものを例示

ここにある指標やデータに
限らず、各地域（あるいは
各課）で独自に把握して
いる情報・データも参照

5. 知りたいことの洗い出し、利用可能な情報の収集・整理

点検ツール 使い方



点検ツール 使い方

手引きp.42
参照

関係者の声を基に、大まかな状況・方向感を掴んだうえで、分析の精度を高める
定性情報にも有用な示唆が含まれているためテータの有無にとらわれ過ぎない
関係者に目的・意図を伝えることで、新たなデータを引き出すことも可能に！

「できるだけ長く健康でいる」

健康データ

「健康を保ちたいという
意欲を持っている」

健康意識調査の結果

キーワード
「健康」

まずは、大まかな方向感を掴む 次に、データを用いて
分析の精度を高める

情報の収集・整理のヒント

知りたいことによって活用データは異なる定性と定量の組み合わせ



6. 確認結果を踏まえた今後の取り組みの検討

この視点での検討と併せて、多職種連携や
庁内外連携など、「体制」に関する工夫や
改善方策も考えてみる

点検ツール 使い方

取り組み結果を踏まえ、この視点において
「目指す姿」により効果的に近づくための
施策・事業の工夫や改善方策を検討する

（記入例）
• 高齢者の関心を把握して、団体とのマッチングを強化する。
• 助成の重点分野として「男性の虚弱高齢者向けの活動」を設定する。

（記入例）
• 活動助成の仕組みや要件は、関連課合同での企画会議を開催して決める



点検ツール 使い方

多職種連携、庁内外連携等の体制改善のヒント

取り組みに関わる関係者・
関係機関の役割の整理

福祉部局以外との
意見交換の場の設定

点検結果を念頭に置きつつ、
既存会議や協議体でのアイデア出し

・お茶飲み会
・男の料理教室

A課：助成金窓口
Bさん：キーパーソン
C機関：協議会運営

手引きp.44
参照



各視点で検討した結果を踏まえ、
点検結果の総括をまとめて記載する

6. 確認結果を踏まえた今後の取り組みの検討

点検ツール 使い方



（再掲）点検の実施手順（例）



点検ツール 使い方

事業のねらいの共有

点検結果を引継ぎ資料として活用することで、各事
業の位置づけが明確化

意見交換に参加したメンバー（キーパーソン）も併
せて引き継ぐことが連携を継続するポイント

手引きp.47
参照

次期計画等に向けた反映のヒント

キーパーソンのつながりの
維持・引継ぎ

トップマネジメントへの報告機会を
活用した連携体制づくり

トップマネジメント（理事者、部局長等）に庁内連
携の必要性・有効性を理解してもらうための説明資
料として、点検結果を活用

首長や部長級向けに点検結果を報告し、トップマネ
ジメントの協力姿勢を引き出す



点検ツール 使い方

組織・個人の成熟段階に応じて、点検結果を踏まえた「次の一手」は異なる

手引きp.48
参照

施策・事業間の連動を推進する仕組みが運
用され、継続的に改善されている

施策・事業が機能的に連動しやすくなるような
仕組みが構築されている

関連する施策・事業どうしの連携・協力が
始まっている

事業の結果は表れているが、施策・事業に照
らした位置づけの疑問も浮かび上がっている

事業の実践における効果がまだ表れていない

目指す姿をより具体化して共有

目指す姿の実現に対する施策・事業の
位置づけを改めて点検する

「そもそも何のための施策・事業」なのか気づく

【組織・個人の成熟段階（例）】 【次の一手（例）】

次期計画等に向けた反映のヒント

成
熟
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